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太
子
堂
地
区
連
合
町
会
総
会
開
催 

令
和
5
年
度
太
子
堂
地
区
連
合
町
会
総
会
が
、

5
月
19
日
（
金
）
7
町
会
か
ら
59
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
4
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
令
和

5
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
令
和
5
年
度
事
業
計
画 

一
、
主
催
事
業 

①
総
会
の
開
催
・
・
・
5
月
19
日
（
金
） 

②
古
着
・
古
布
回
収
事
業 

 
 

春
・
・
・
6
月
25
日
（
日
） 

 
 

秋
・
・
・
11
月
23
日
（
木
・
祝
） 

③
ご
み
ゼ
ロ
デ
ー 

 
 

9
月
24
日
（
日
）
、
11
月
5
日
（
日
） 

④
新
年
会
・
・
・
1
月
26
日
（
金
） 

⑤
ミ
ニ
コ
ミ
紙
の
発
行 

 

年
3
回
の
発
行
（
7
、
11
、
3
月
） 

 

二
、
受
託
事
業 

①
緑
道
清
掃
・
・
・
烏
山
川
緑
道
の
清
掃
活
動 

 
 

 
 
 

（
太
子
堂
１
丁
目
町
会
を
除
く
） 

 

三
、
地
域
行
事
・
地
域
活
動
団
体
等
へ
の

助
成
・
協
力
事
業 

①
太
子
堂
八
幡
神
社
祭
礼
・
各
神
酒
所
へ
奉
納 

10
月
7
日
（
土
） 

②
日
赤
太
子
堂
分
団
へ
助
成 

③
世
田
谷
消
防
団
第
2
分
団
へ
助
成 

④
青
少
年
太
子
堂
地
区
委
員
会
各
事
業
へ
の
助 

成
・
協
力
・
・
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
ふ
れ 

あ
い
ま
つ
り
、
こ
ど
も
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

⑤
環
境
美
化
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
協 

力
・
三
軒
茶
屋
駅
周
辺
・
・
・
4
、
5
、 

6
、
7
月 

⑥
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

へ
の
協
力
・
・
・
10
月 

神
社
と
祭
り 

 
 
 
 
 

八
幡
神
社 

宮
司 

畑
中
一
彦 

 

神
社
に
は
氏
神
神
社
と
崇
敬
神
社
が
あ
り
ま

す
。
太
子
堂
の
八
幡
神
社
は
氏
神
神
社
に
な
り
ま

す
。
因
み
に
崇
敬
神
社
と
は
明
治
神
宮
の
よ
う
に 

四
、
そ
の
他 

①
地
区
情
報
連
絡
会
（
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

会
議
）
へ
の
参
加 

②
防
災
講
演
会
へ
の
協
力 

③
各
種
募
金
活
動
の
協
力 

④
各
種
研
修
会
・
講
習
会
・
行
事
等
へ
の
参
加 

 

太
子
堂
地
区
連
合
町
会
役
員
の
一
部
改
選 

会
長 

 

堀
江 

鉄
拡 

 
 
 
 
 

太
子
堂
４
丁
目
西
山
町
会 

会
長 

副
会
長 

工
藤 

た
き
子
（
新
任
） 

 
 
 
 
 

太
子
堂
１
丁
目
町
会 

 
 

会
長 

理
事 

 

西
村 

進
（
新
任
） 

 
 
 
 
 

太
子
堂
２
丁
目
大
塚
町
会 

会
長 

理
事 

 

古
賀 

徹 

 
 
 
 
 

太
子
堂
三
軒
茶
屋
町
会 

 

会
長 

理
事 
 

河
原 

満
良 

 
 
 
 
 

太
子
堂
下
の
谷
町
会 

 
 

会
長 

理
事 

 

神
田 

安
則 

 
 
 
 
 

太
子
堂
本
町
会 

 
 
 
 

会
長 

理
事 

 

山
﨑 

和
則 

 
 
 
 
 

太
子
堂
５
丁
目
町
会 

 
 

会
長 

会
計 

 

伊
波 

志
津
子 

 
 
 
 
 

太
子
堂
４
丁
目
西
山
町
会 

文
化
厚
生
部
長 

監
事 

 

鈴
木 

輝
子 

 
 
 
 
 

太
子
堂
下
の
谷
町
会 

 
 

副
会
長 

監
事 

 

高
安 

謙
蔵 

 
 
 
 
 

太
子
堂
５
丁
目
町
会 

 
 

副
会
長 

尚 

副
会
長
で
あ
っ
た
岩
﨑
光
任
氏
は
５
月
19
日

を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

氏
子
地
域
を
持
た
な
い
神
社
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
氏
神
神
社
は
、
地
域
草
創
の
氏
族
の
祖
先
神

を
祀
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
や
が
て
地
域
住

民
の
祖
霊
を
も
合
わ
せ
一
体
と
し
て
祭
神
と

し
、
鎮
守
の
神
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

太
子
堂
の
八
幡
神
社
は
、
名
も
な
い
社
の
時

代
、
平
安
末
期
、
千
年
ほ
ど
前
に
源
氏
と
関
わ
り

が
で
き
（
前
九
年
の
役
・
陸
奥
の
豪
族
安
倍
氏
の

反
乱
を
鎮
め
に
源
氏
が
征
討
に
赴
く
途
中
、
戦

勝
祈
願
し
た
、
と
の
言
い
伝
え
に
よ
る
）、
源
氏

の
氏
神
で
あ
る
八
幡
神
を
合
祀
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

太
子
堂
の
地
名
は
、
室
町
時
代
に
聖
徳
太
子

像
を
現
在
の
地
に
祀
っ
た
（
圓
泉
寺
・
太
子
堂
）

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
圓
泉
寺
は
明
治
以

前
、
神
仏
習
合
の
時
代
に
八
幡
神
社
の
別
当
で

あ
り
ま
し
た
。 

祭
り
と
は
、
本
来
「
神
を
待
つ
」
こ
と
に
由
来

し
ま
す
。
祭
事
執
行
の
求
め
に
応
じ
来
臨
し
た

神
に
感
謝
し
、
供
物
を
捧
げ
、
祝
詞
を
上
げ
、
歌

舞
を
奉
り
、
祈
願
を
す
る
こ
と
で
す
。 

地
域
社
会
が
発
展
し
大
き
く
な
る
と
神
の
常

駐
を
求
め
て
社
が
建
て
ら
れ
、
年
中
様
々
な
祭

り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
最
も
重
要
な
祭
り
な
の
が
「
例
祭
」
と
い
わ
れ

る
大
祭
で
す
。
本
来
、
神
社
の
創
建
記
念
日
で
あ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
農
耕
地
域
で
は
収

穫
の
秋
に
行
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。 

こ
の
太
子
堂
地
域
は
江
戸
時
代
、
御
府
内
に

農
作
物
を
供
給
す
る
土
地
で
秋
に
例
祭
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
今
日
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
ま

す
。 当

時
、
氏
子
区
域
は
幕
府
（
天
領
）
、
大
名 

（
彦
根
藩
）
、
旗
本
（
知
行
地
）
と
領
地
が
混
在
、 

わ
が
街
で
一
〇
〇
年
続
く 

お
店
シ
リ
ー
ズ
② 

蕎
麦
処 

ほ
て
い
や 

 

私
の
祖
父
母
は
当
初
、
横
浜
の
料
亭
で
働
い
て

お
り
、
祖
母
の
姉
夫
婦
が
「
ほ
て
い
や
」
と
い
う

屋
号
で
現
在
の
場
所
で
日
本
そ
ば
店
を
営
ん
で

い
た
そ
う
で
す
。 

大
正
十
二
年
九
月
、
関
東
大
震
災
が
起
き
、 

～
２
面
に
続
く
～ 

分
断
さ
れ
て
ま
し
た
。
太
子
堂
の
氏
子
達
は
、
心

待
ち
に
し
て
い
た
八
幡
神
社
の
祭
礼
で
、
隔
て

ら
れ
て
い
た
心
を
一
つ
に
し
て
懇
親
し
、
地
域

の
安
泰
発
展
を
祈
っ
た
そ
う
で
す
。 

氏
神
神
社
は
今
も
昔
も
そ
の
地
域
の
信
仰
の

中
核
・
柱
で
す
。 

そ
の
祭
礼
で
は
皆
一
体
と
な
っ
て
参
加
・
奉

賛
し
、
親
し
く
御
神
体
を
奉
じ
た
神
輿
を
迎
え
、

「
神
人
和
楽
」
が
実
現
し
、
町
の
活
性
・
発
展
を

生
み
出
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
神
の
下
、
住
民
個
々

の
地
位
、
身
分
、
思
想
や
宗
教
を
超
え
た
晴
れ
の

世
界
が
展
開
す
る
の
で
す
。 

神
社
の
祭
り
の
一
番
の
意
義
は
こ
こ
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
今
年
は
祭
り
復
活
元
年
の
年
で
す
。 

そ
の
意
味
を
理
解
し
大
い
に
盛
り
上
げ
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。 
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